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有
言
実
行
！ 

か
つ
う
ら
創
生

年
頭
の
あ
い
さ
つ

議 

長  

国

清

一

治

　
国
の
地
方
創
生
先
行
型
の
交
付

金
の
内
１
０
０
万
円
を
活
用
し
て
、

買
い
物
支
援
バ
ス
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
　
11
月
か
ら
、
火
曜
日
に
坂
本

方
面
、
木
曜
日
に
沼
江
方
面
よ
り

試
行
期
間
と
し
て
無
料
で
運
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
で
も
繰
り
返
し
、
実
現
に

向
け
て
提
言
し
て
き
ま
し
た
が
、

や
っ
と
運
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
、
多
数
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

買
い
物
支
援
バ
ス
︵
福
ち
ゃ
ん
号
︶
に
　
　

１
０
０
万
円

　
新
年
を
迎
え
、
具
体
的
に
動
き
出
す
﹁
か
つ
う
ら
創
生
﹂。

議
会
も
町
民
の
声
を
広
く
聞
き
、、
提
言
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　﹁
絵
に
描
い
た
餅
﹂
に
な
ら
な
い
よ
う
、
実
現
に

向
け
議
員
の
行
動
力
を
発
揮
す
る
、
そ
の
時
で
あ
る
。

主
な
も
の

一
般
会
計
補
正
予
算
　
２
２
４
３
万
円

町
の
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
　
　
　
５
０
０
万
円

勝
浦
病
院
将
来
プ
ラ
ン
策
定
委
託
料

３
０
０
万
円

簡
易
水
道
特
別
会
計

与
川
内
水
道
濁
り
対
策

設
計
委
託
料
　
５
５
５
万
円

みかん
会議（11月）

Ｓ
．Ｋ
さ
ん（
西
岡
）

　
毎
週
利
用
し
て
い
ま
す
。

２
カ
所
ぐ
ら
い
で
楽
し
く

買
い
物
が
で
き
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
。

Ｉ
．Ｏ
さ
ん（
山
田
）

　
と
て
も
便
利
で
あ
り
が

た
い
。多
く
の
友
達
に
も

勧
め
て
あ
げ
た
い
で
す
。

利
用
者
の
声

ちょぞっ娘

2議会だより かつうら



 

質  

疑

問
　
棚
野
地
区
の
自
主
防
災

訓
練
に
１
５
８
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
内
容
は
。

　
喜
楽
苑
と
合
同
で
訓
練
し
、

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
、
伸
縮
担

架
、
防
災
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な

ど
を
新
た
に
購
入
す
る
。

問
　
介
護
基
金
に
３
２
７
６

万
円
も
積
み
立
て
ら
れ
る
が
、

１
か
月
７
０
０
円
も
の

値
上
げ
を
す
る
必
要
は

な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

　
国
の
算
定
基
準
に
基

づ
い
て
、
算
出
し
た
結

果
で
あ
り
、
次
期
の
算

定
料
に
反
映
さ
せ
て
い

く
。

　
９
月
８
日
か
ら
17
日

ま
で
開
か
れ
、
26
年
度

決
算
認
定
と
補
正
予
算

な
ど
を
審
議
し
、
原
案

通
り
可
決
し
た
。

内
容
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
の
開
始
に
伴
う
条
例

の
改
正
、
鶴
林
寺
公
衆
ト
イ

レ
改
築
と
坂
本
家
運
営
事
業

の
追
加
な
ど
。

 

補
正
予
算
の
主
な
も
の

第
３
子
保
育
料
無
料
化
を
４
月

に
遡
っ
て
実
施
　
２
３
９
万
円

自
主
防
災
組
織
の
防
災
訓
練

事
業
　
１
５
８
万
円

鶴
林
寺
ト
イ
レ
改
修
費

２
１
０
０
万
円

9月会議

一
般
会
計
歳
出
総
額

３
６
億
８
９
４
６
万
円

  

主
な
留
意
事
項

・
若
者
定
住
対
策
と
し

て
賃
貸
住
宅
補
助
金

事
業
は
効
果
を
上
げ

て
い
る
が
、
更
な
る

定
住
対
策
と
し
て
、

新
築
住
宅
に
対
す
る

補
助
制
度
も
推
進
さ

れ
た
い
。

・
交
通
弱
者
対
策
と
し

て
、
社
協
な
ど
の
関

連
機
関
と
連
携
し
、

現
実
的
な
事
業
を
実

施
さ
れ
た
い
。

・
貯
蔵
ミ
カ
ン
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
つ
い
て
も
、

品
質
基
準
の
統
一
や

出
荷
体
制
の
整
備
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

平
成
26
年
度

決
算
を
認
定

企
画
総
務
課

福
　
祉
　
課

産
業
交
流
課

　
８
月
18
日
開
会
。﹁
安

全
保
障
関
連
法
案
の
廃

案
を
求
め
る
﹂
意
見
書

の
採
択
が
行
わ
れ
、
賛

成
４
反
対
５
で
否
決
。

反
対
者
　
松
下
、麻
植
、松
田
、

　
　
　
　
篰
、大
西

反
対
討
論

：

国
民
の
理
解
を

得
る
た
め
に
、
継
続
し
て
審

議
す
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
者
　
仙
才
、美
馬
、森
本
、

　
　
　
　
井
出
　

賛
成
討
論

：

多
く
の
憲
法
学

者
が
明
確
に
憲
法
違
反
と
し

て
お
り
、
立
憲
主
義
に
反
す

る
。
国
民
の
６
割
が
反
対
、

８
割
が
理
解
で
き
て
い
な
い

状
況
で
あ
り
、
廃
案
に
す
る

べ
き
で
あ
る
。

 

町
民
の
声
に
対
す
る
質
問

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

問
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業
の
時
期
と
金
額
は
？

　
ま
た
、
４
月
発
行
時
に
問
題

と
な
っ
た
点
の
改
善
策
は
？

　
発
売
は
10
月
１
日
で
金
額

は
３
６
０
０
万
円
分
。
９
月

14
・
15
日
日
に
予
約
受
付
を

し
、
１
世
帯
当
た
り
上
限
10

万
円
で
、
商
工
会
と
協
議
中
。

電
気
柵
の
安
全
性
は
、

大
丈
夫
か
。

問
　
他
県
で
電
気
柵
の
死
亡

事
故
が
起
こ
っ
た
が
、
本
町

で
は
問
題
は
な
い
の
か
。

　
町
内
で
違
法
の
防
護
柵
は
、

今
ま
で
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

8月会議

答

野
上
産
業
交
流
課
長

答

野
上
産
業
交
流
課
長

問

問

答

大
西
福
祉
課
長

問問 答

伊
丹
参
事

快適なトイレでおもてなし

事故が起きない様に！

3 議会だより かつうら

議

員

美
馬
議
員

大
西
議
員

井
出
議
員

さ
か
の
ぼ



　９月30日、議員と町職員54人が認知症サポーター養成講座を受講した。
　（勝浦町では平成25年から活動を始め、現在521人がサポーターとして資格を取っている。）
　８月末で65歳以上が2179人、75歳以上
が1400人と高齢化が進んでいる。
　今後、認知症高齢者の増加が見込まれ、
地域での生活を支えるためにも、地域包括
ケアシステムの構築が重要で、今年から始
まった地域ケア会議の成果が期待される。

認知症を学び地域で支えよう
全議員がサポ―ターに

・驚かせない
・急がせない
・自尊心を傷つけない

接し方のポイントは

認知症サポーターとは
・「なにか」をする人ではなく、認知症の人やその
家族の応援者。
・認知症について正しく理解し、温かい目で見守
る人のこと。

広域行政で問題の解決を 視察先：北海道白糠町

■常備消防化
　市町村合併により、一部事務組合加入の町村が他市と合併。独自で常備化を目指したが、
道庁の仲介のもとで、自治法に定める常備消防として釧路市に事務委託をしている。

■広域ゴミ処理
　５市町村による広域連合を組織し、平成18年から供用開始。処理内容は「燃えるごみ」だ
けを搬入し、他のごみは町内の「クリーンセンター」で中間処理している。

　勝浦町では、消防常備化を小松島市と協議してきたが、10月に一旦断念。
　７市町村で進めてきた広域ゴミ処理施設についても協議会が解散し、計画が白紙になった。
　「消防」「ゴミ処理」とも待ったなしの状況で、課題解決に向け行政・議会が一丸とな
って取り組む必要がある。

情報発信力の強化を 視察先：北海道芽室町

 ｢議会の見える化」（議会だよりの通年発行、全会議
のインターネット中継、録画配信、SNS等による情
報発信）を同時に進めることで、住民の政治参加を
促す仕組みが定着しつつある。

　情報発信力の向上や、｢議会の見える化」は勝浦
町議会においても最優先課題である。議員一丸と
なって取り組まなければない。まずはホームペー

ジの充実やSNS等を活用した情報発信等、出来る事からコツコツと始める事が大切ではな
いか。まずは、本会議の放映に取り組みたい。

視察をどう活かすか！ 平成27年10月29日～31日

4議会だより かつうら



一般質問

大 西 一 司

仙 才 　 守

松 下 一 一

麻 植 秀 樹

松 田 貴 志

森 本 　 守

井出美智子

篰 　 公 一

１、ケーブルテレビの活用を

２、ＳＮＳの導入検討を

３、防災対策の強化を

４、重機所有者との協定を

１、通学路の安全確保を

２、沼江、掛谷谷川の土砂対策は

３、町有地の有効利用を

４、子ども広場の建て替えは

１、町営住宅・集落排水、使用料の徴収強化を

２、徴収率が上がらないのはなぜか

１、「かつうら創生」 早急に常備消防の整備を

２、分かりやすい情報発信を

３、27年度の出生数は16名、思い切った政策を

１、町民体育大会、来年はどうするのか

２、マイナンバー制度、理解の浸透を

３、大丈夫か、介護保険制度

４、新浜勝浦線、地元関係者と十分な協議を

１、ＴＰＰから農業を守れ

２、ケーブルテレビ、インターネットを

　　　　　　　使用しない世帯の負担軽減を

３、国民健康保険税の値下げを

１、移住・定住促進策、宅地造成の内容は

２、新築住宅に補助を

３、住民提案事業に助成

４、空き家利用の体制づくりを

１、勝浦中学校の部活、合同で活動できないか

２、地方創生、全町一体となって進めるべき

３、ごみ焼却場問題、

　　　　　　　  白紙撤回 今後の取り組みは

４、ＴＰＰ、オレンジ等関税撤廃の影響はどうか

５、勝浦川無堤地の改良、浸水地域の対策を

質問議員 ページ質　　問　　事　　項町
の
課
題
に
切
り
込
む
！

議員が町の執行部に対して、様々な角度から

町政について質問すること

1月19日　2月17日　3月8日〜11日・22日〜25日

会議予定日
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土砂災害防止に有効な砂防ダム（生名谷川）

問
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
有
効

に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
町
民

体
育
大
会
や
町
政
60
周
年
記
念

行
事
の
放
送
に
利
用
で
き
た
の

で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
広
報
に
も
利
用
で
き
た
と
思

う
。
活
字
だ
け
の
広
報
で
は
限

界
が
あ
る
。
今
後
の
方
針
は
。

　
今
年
度
実
施
す
る
シ
ス
テ
ム

更
新
で
は
﹁
楽
ビ
ジ
ョ
ン
﹂
を

撤
去
す
る
の
で
、
テ
レ
ビ
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き

な
く
な
る
。

問
　
使
い
勝
手
が
悪
か
っ
た
の

で
あ
れ
ば
改
善
し
、
利
用
促
進

を
は
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
利
用
状
況
を
確
認
し
た
が
、

全
く
使
わ
れ
て
い
な
い
実
態
が

あ
っ
た
の
で
、
今
回
は
導
入
を

断
念
し
た
。

問
　
町
民
と
の
情
報
交

換
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ

ー
ビ
ス
︵
Ｓ
Ｎ
Ｓ
︶
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
利
用
者
が

増
加
し
て
い
る
が
ト
ラ

ブ
ル
も
あ
る
。
体
制
が

整
っ
て
か
ら
の
取
り
組
み
と
し

た
い
。

問
　
坂
本
地
区
で
は
、
土
砂
災

害
が
心
配
さ
れ
て
い
る
が
、
町

と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き

町
内
で
２
９
４
カ
所
の
危
険
箇

所
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
県
は

今
年
度
中
に
２
３
３
カ
所
、
来

年
度
中
に
す
べ
て
の
現
地
調
査

を
終
え
る
予
定
。

問
　
調
査
の
内
容
は

　
専
門
家
が
現
地
に

入
り
、
急
傾
斜
の
崩

壊
、
地
す
べ
り
、
土

石
流
に
関
す
る
調

査
・
判
定
を
行
い
、

警
戒
区
域
、
特
別
警

戒
区
域
な
ど
を
指
定

す
る
。
す
で
に
大
半

の
地
区
で
地
元
説
明

会
を
実
施
し
た
。

問
　
現
状
で
は
実
践

的
な
防
災
訓
練
が
で

き
て
い
な
い
。
各
地

区
ご
と
の
防
災
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
各
地
区
ご
と
の
防
災
計
画
、

防
災
訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
。

要
望
が
あ
れ
ば
職
員
を
派
遣
し
、

相
談
し
な
が
ら
防
災
計
画
や
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
す
る
。

問
　
災
害
発
生
時
の
対
策
と
し

て
、
地
元
の
重
機
所
有
住
民
と

協
定
を
結
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

　
責
任
や
リ
ス
ク
を
考
慮
す
る

と
、
町
と
し
て
は
慎
重
を
期
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
住
民
の

自
助
努
力
を
引
き
出
し
て
い
く

こ
と
は
重
要
で
、
他
町
村
の
動

き
も
見
極
め
て
答
え
を
出
し
て

い
き
た
い
。

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ

：

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
た
相
互
情
報
交
流
の
仕
組
み

問

問問

問

問 問 問

答

伊
丹
参
事

答

伊
丹
参
事

答

伊
丹
参
事

答

伊
丹
参
事

答

柳
沢
建
設
課
長

答

柳
沢
建
設
課
長

答

中
田
町
長

楽ビジョンは撤去する（参事）

ケーブルテレビの活用を
仙

才

　

守
議

員

重
機
所
有
者
と
の

協
定
を

ＳＮＳの導入検討を防
災
対
策
の
強
化
を

6議会だより かつうら



たまり過ぎた土砂。早く撤去を！（掛谷谷川）

問
　
西
岡
地
区
の
狭
く
て
危
険

な
通
学
路
の
安
全
確
保
が
重
要

で
あ
る
。
危
険
回
避
の
た
め
と

荒
天
時
、
体
調
不
良
な
ど
の
対

策
の
た
め
、
路
線
バ
ス
の
利
用

は
で
き
な
い
か
。

　
徒
歩
通
学
が
原
則
で
あ
る
が
、

体
調
不
良
時
な
ど
の
場
合
、
臨

機
応
変
に
保
護
者
が
対
応
す
る

こ
と
に
、
問
題
は
な
い
。

　
路
線
バ
ス
の
利
用
は
、
乗
り

降
り
の
整
理
や
経
費
の
面
か
ら

実
現
性
は
低
い
。

　
安
全
対
策
と
し
て
は
、
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
交
通
安

全
協
会
、
警
察
な
ど
の
協
力
を

得
て
交
通
安
全
指
導
を
強
化
し

て
い
く
。問

　
沼
江
、
掛
谷
両
谷

川
の
土
砂
撤
去
に
地
元

住
民
か
ら
強
い
要
望
が

出
て
い
る
。
洪
水
対
策

と
し
て
早
急
に
対
応
す

べ
き
で
は
。

　
ま
た
、
勝
浦
川
本
流

の
流
れ
を
よ
く
す
る
た

め
、
土
砂
の
撤
去
や
竹

や
ぶ
の
伐
採
を
。

　
谷
川
周
辺
で
は
農
業

被
害
や
冠
水
が
起
き
て
い
る
の

で
、
土
砂
の
撤
去
は
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。
引
き
続
き
県
に

強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
勝
浦
川
本
流
の
土
砂
に
つ
い

て
は
、
過
去
に
砂
利
を
取
っ
て

は
困
る
と
の
意
見
書
が
出
さ
れ

た
経
緯
が
あ
る
の
で
難
し
い
。

問
　
フ
ラ
イ
ト
パ
ー
ク
の
利
用

が
あ
ま
り
さ
れ
て
い
な
い
。
多

目
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
整

備
し
て
は
。

　
ま
た
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
跡
地
の

管
理
状
況
に
つ
い
て
、
付
近
の

住
民
か
ら
苦
情
が
出
て
い
る
。

害
虫
の
発
生
や
有
害
鳥
獣
対
策

と
し
て
、
改
善
が
必
要
で
は
。

　
フ
ラ
イ
ト
パ
ー
ク
の
運
営
は

徳
島
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
委
託
し
て
い
る
。

　
天
体
観
測
な
ど
の
た
め
の
出

入
り
は
自
由
だ
が
、
新
た
な
施

設
整
備
は
む
つ
か
し
い
。

　
今
年
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
跡
地
の

草
刈
り
が
遅
れ
、
隣
接
農
地
所

有
者
に
迷
惑
を
か
け
た
。

　
複
数
年
か
け
て
全
面
的
な
草

刈
り
を
実
施
す
る
。

問
　
沼
江
地
区
の
子
ど

も
広
場
は
地
区
の
歴
史

を
語
る
施
設
で
あ
る
。

　
沼
江
地
区
で
は
若
者

の
人
口
も
増
え
て
お
り
、

子
育
て
に
適
し
た
地
区

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

に
、
現
在
地
で
の
建
て

替
え
を
望
む
が
、
ど
の

よ
う
な
構
想
か
。

　
町
全
体
の
少
子
化
対
策
や
定

住
対
策
に
最
も
効
果
の
あ
る
方

法
を
検
討
す
る
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

　

○
　

沼
江
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
は

　

○
　

介
護
施
設
の
充
実
を

問

問

問

問

答

柳
沢
建
設
課
長

答

椎
野
教
育
長

答

野
上
産
業
交
流
課
長

答

岡
本
出
納
室
長

答

大
西
福
祉
課
長

沼江、掛谷谷川の土砂対策は

子ども広場の建て替えは

松

下

一

一
議

員

通
学
路
の
安
全
確
保
を

交
通
安
全
指
導
を
強
化
す
る 

︵
教
育
長
︶

町
有
地
の
有
効
利
用
を
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機能強化で維持管理の効率化を（集落排水施設）

問
　
集
落
排
水
施
設
の
老
朽
化

に
伴
い
、
修
繕
や
機
能
強
化
に

多
額
の
費
用
を
か
け
て
い
る
が
、

効
果
は
上
が
っ
て
い
る
の
か
。

　　
26
年
度
の
集
落
排
水
施
設
機

能
強
化
事
業
で
真
空
弁
を
交
換

し
、
27
年
度
は
無
線
通
報
装
置

を
設
置
す
る
。
故
障
率
の
減
少
、

維
持
管
理
の
効
率
化
、
水
質
の

向
上
を
図
れ
る
効
果
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
で
、
修
繕
費
の
軽
減

と
住
民
の
施
設
へ
の
信
頼
度
が

上
が
る
。

問
　
町
営
住
宅
や
集
落
排
水
施

設
の
使
用
料
の
徴
収
に
つ
い
て
、

過
去
２
年
間
で
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
住
宅
料
の
徴
収
率
は
25
年
度

は
81
％
、
26
年
度
は
85
％
、農
業

集
落
排
水
の
徴
収
率
は
、25
年
度

96
％
、26
年
度
は
96
％
で
あ
る
。

問
　
滞
納
者
へ
の
督
促
状
の
送

付
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
住
宅
料
は
、
25
年
度
は
２
回

２
件
、
26
年
度
は
１
回
１
件
。

集
落
排
水
の
使
用
料
は
、
25
年

度
は
６
回
60
件
、
26
年
度
は
０

件
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
滞
納
額
が
大
き
く
な
れ
ば

よ
り
支
払
い
が
困
難
に
な
る
た

め
、
督
促
状
だ
け
で
な
く
、
訪

問
や
電
話
な
ど
に
よ
る
き
め
細

か
な
対
応
が
大
事
で
あ
る
。
27

年
度
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

の
か
。

　
住
宅
料
は
、電
話
で
入
金
依
頼

を
し
、支
払
い
が
滞
っ
た
場
合
は
、

担
当
者
が
訪
問
し
て
支
払
い
の

要
請
を
し
て
い
る
。
悪
質
な
滞

納
者
で
、
退
去
し
た
ケ
ー
ス
が

１
件
あ
る
。

問
　
滞
納
者
や
支
払
い
が
遅
れ

が
ち
な
人
へ
の
相
談
を
も
っ
と

実
施
し
て
、
徴
収
強
化
に
努
め

る
べ
き
で
あ
る
。
徴
収
率
が
上

が
ら
な
い
要
因
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。

　
現
在
の
入
居
者
で
、
住
宅
料

を
支
払
っ
て
い
な
い
人
は
い
な

い
が
、
14
年
度
か
ら
の
滞
納
分

が
、
２
０
０
万
円
を
超
え
る
滞

納
者
が
複
数
い
る
た
め
、
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
。
訪
問
や
督

促
、
催
告
を
増
や
し
、
保
証
人

と
も
連
絡
を
と
る
な
ど
、
退
去

も
視
野
に
入
れ
て
、
相
談
を
強

化
し
、
課
員
一
致
協
力
し
て
、

徴
収
率
向
上
に
努
め
た
い
。

問

問問

問

答

笹
山
住
民
課
長

答

笹
山
住
民
課
長

答

笹
山
住
民
課
長

答

笹
山
住
民
課
長

答

笹
山
住
民
課
長

問

徴
収
率
が
上
が
ら
な
い

の
は
な
ぜ
か

麻

植

秀

樹
議

員

担当者が訪問し要請する（住民課長）

町営住宅・集落排水

使用料の徴収強化を
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子育て支援にも必要。救急体制

問
　
総
合
戦
略
の
﹁
個
性
豊
か

で
魅
力
あ
る
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
﹂
の
中
で
、
常
備
消
防
の
整

備
が
あ
る
。
住
民
の
要
望
も
強

く
、
一
日
で
も
早
く
整
備
さ
れ

る
べ
き
だ
。
近
隣
自
治
体
と
の

協
議
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。

　
昨
年
か
ら
小
松
島
市
と
協
議

し
て
き
た
が
、
現
在
の
小
松
島

消
防
署
の
体
制
で
は
、
勝
浦
町

の
消
防
事
務
を
受
け
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
一
旦
断
念
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
勝
浦
町
の

財
政
や
防
災
体
制
等
を
考
慮
す

る
と
、
引
き
続
き
広
域
に
よ
る

消
防
体
制
を
検
討
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
救
急
救
命
業
務
へ

の
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
常
備
消
防
化
を
待

た
ず
、
救
急
救
命
士
が
医
療
行

為
を
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
同

時
に
進
め
た
い
。

　問
　
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
子
育
て
環
境
が
整
備
さ
れ
て

い
る
の
に
、
ア
ピ
ー
ル
不
足
に

よ
り
、
町
外
の
方
に
認
知
さ
れ

て
い
な
い
。
現
在
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
誌
の
み
で
の

情
報
発
信
だ
が
、
今
後
ど
の
よ

う
な
方
法
で
分
か
り
や
す
く
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
の
か
。

　
総
合
戦
略
の
な
か
で
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
︵
仮
称
︶
を
整

備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
職
員
に
情
報
通
信
に
精
通

し
た
人
材
を
採
用
し
た
い
。

　
ま
た
、
勝
浦
町
の
魅
力
を
ま

と
め
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
を
作
製
し
、
広
く
発
信
し
て

い
き
た
い
。

問
　
27
年
度
の
出
生

数
が
16
名
程
度
に
な

る
予
定
だ
が
、
出
生

数
を
５
年
間
で
２
０

０
人
程
度
を
維
持
し

て
い
く
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
さ

ら
に
思
い
切
っ
た
政

策
を
実
行
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
出
産
祝
い
金
を
増
額
し
て

は
ど
う
か
。

　
祝
い
金
制
度
は
今
年
３
月
か

ら
始
ま
っ
た
事
業
で
あ
り
、
状

況
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

問
　
子
育
て
マ
マ
の
社
会
復
帰

の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
等
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
し

て
は
。

　
県
が
実
施
し
て
い
る
支
援
事

業
等
の
情
報
提
供
を
す
る
な
か

で
、
講
座
開
催
等
の
要
望
が
あ

れ
ば
検
討
し
た
い
。

問

問

問

問

答

伊
丹
参
事

答

伊
丹
参
事

答

大
西
福
祉
課
長

答

大
西
福
祉
課
長

分
か
り
や
す
い

情
報
発
信
を

救急救命体制づくりを
進めたい（参事）

早急に常備消防の整備を

「かつうら創生」

思い切った政策を

27年度の出生数は16名

松

田

貴

志
議

員
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段差をなくす設計に（県道と町道の合流点 中山地区）

問 

町
政
60
周
年
記
念
行
事
の

一
環
と
し
て
、
９
年
ぶ
り
に
町

民
体
育
大
会
が
実
施
さ
れ
た
が
、

ど
の
よ
う
に
総
括
し
、
来
年
は

ど
う
す
る
の
か
。

　
町
民
の
２
割
、
約
１
０
０
０

人
の
参
加
が
あ
り
、
初
期
の
目

的
は
達
成
で
き
た
と
認
識
し
て

い
る
。

　
12
月
２
日
に
実
行
委
員
会
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
こ

で
総
括
し
た
い
。

　
私
と
し
て
は
成
功
で
あ
っ
た

と
思
っ
て
お
り
、
次
回
開
催
に

つ
い
て
は
、
各
方
面
か
ら
の
議

論
を
尊
重
し
、
判
断
す
る
。

問 

通
知
カ
ー
ド
の

郵
送
に
問
題
は
な
か

っ
た
の
か
。

 

ま
た
、
何
通
戻
っ

て
き
た
の
か
。
そ
の

対
策
は
。

　
郵
送
に
問
題
は
な

か
っ
た
が
、
１
３
６
通
が
戻
っ

て
き
た
。
窓
口
に
取
り
に
来
た

方
に
お
渡
し
す
る
が
、
送
り
先

が
分
か
れ
ば
送
付
す
る
。

問
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請

に
つ
い
て
、
分
か
ら
な
い
人
へ

の
対
応
は
。

　
広
報
か
つ
う
ら
の
９
月
号
か

ら
毎
月
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
窓
口
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

用
意
し
て
お
り
、
１
日
２
〜
３

件
の
相
談
が
あ
る
。

問
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
作
ら

な
い
人
は
不
利
に
な
る
の
か
。

　
特
に
必
要
の
な
い
方
や
身
分

が
証
明
で
き
る
方
は
、
無
理
に

申
請
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
の

場
合
の
罰
則
規
定
は
な
い
。

問
　
４
月
の
制
度
改
革
に
よ
り
、

全
国
で
は
廃
業
し
た
り
、
縮
小

す
る
施
設
が
あ
る
よ
う
だ
。
勝

浦
町
は
大
丈
夫
か
。

　
本
町
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
は
、
大
幅
な
減
益
や
人
員

整
理
の
話
は
出
て
い
な
い
。

問
　
在
宅
介
護
の
職
員
に
、
負

担
が
か
か
っ
て
い
な
い
か
。

　
毎
月
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
も
含
め
て
の
会
議
が
開
催

さ
れ
る
の
で
、
実
態
を
把
握
し

た
い
。

問
　
こ
の
ま
ま
で
は

町
道
と
の
合
流
点
に

問
題
が
出
て
き
て
い

る
。
地
元
関
係
者
と

十
分
な
協
議
を
し
、

対
応
が
必
要
で
は
。

　
再
設
計
の
指
示
を

し
た
。
今
後
十
分
留

意
し
た
い
。

問

問

問

問

問

問

問

答

椎
野
教
育
長

答

中
田
町
長

答

笹
山
住
民
課
長

答

笹
山
住
民
課
長

答

伊
丹
参
事

答

大
西
福
祉
課
長

答

大
西
福
祉
課
長

答

柳
沢
建
設
課
長

森

本

守
議

員

町
民
体
育
大
会

各
方
面
の
意
見
を
聞
き
判
断
す
る
︵
町
長
︶

来
年
は
ど
う
す
る
の
か

理解の浸透を

マイナンバー制度

地元関係者と十分な協議を

新浜勝浦線

介
護
保
険
制
度

大
丈
夫
か
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ＴＰＰで大丈夫なのか貯蔵ミカン！

問
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
に
よ

り
、
町
内
農
業
へ
の
影
響
が
心
配

さ
れ
て
い
る
。ど
の
程
度
か
。

　
柑
橘
で
は
８
％
ほ
ど
生
産
が

減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る

が
、
加
工
品
も
含
め
る
と
予
想

が
つ
か
な
い
。

問
　
オ
レ
ン
ジ
︵
12
月
か
ら
５

月
︶
に
か
か
る
32
％
も
の
関
税

撤
廃
は
、
貯
蔵
ミ
カ
ン
の
販
売

と
競
合
す
る
。
対
策
は
ど
う
す

る
の
か
。

　
関
税
は
12
月
か
ら
３
月
ま
で

は
、
３
年
間
20
％
で
、
８
年
後

に
は
撤
廃
さ
れ
て
し
ま
う
。
国

の
支
援
策
を
見
守
り
た
い
。

問
　
母
親
た
ち
か
ら
食
の
安
全

に
対
す
る
懸
念
が
多
く
聞
か
れ

る
が
、
大
丈
夫
か
。

　
輸
入
品
が
増
え
る
た
め
、
安

全
性
が
危
惧
さ
れ
る
の
で
、
検

疫
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

問
　
国
会
決
議
違
反
と
憤
り
の

声
も
大
き
い
。
町
長
と
し
て
国

に
ど
の
よ
う
に
意
見
を
上
げ
て

い
く
の
か
。

　
農
業
を
守
る
よ
う
、
国
に
支

援
を
求
め
て
い
く
。

問
　
業
者
と
の
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
契
約
の

更
新
内
容
は
、
決
ま

っ
て
い
る
の
か
。

　
２
業
者
か
ら
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
提
案
を

受
け
て
検
討
中
で
あ

る
。

問
　
広
く
町
民
の
声

を
聞
い
て
、
内
容
を

精
査
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
住
民
の
声
は
、
し
っ
か
り
と

把
握
し
て
い
る
の
で
反
映
し
て

い
く
。

問
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用

し
な
い
世
帯
の
負
担
軽
減
策
を

講
じ
て
い
る
の
か
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
も
っ
と
利
用
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
、
よ

り
利
便
性
を
高
め
て
、
全
世
帯

で
の
利
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
住
民
の
生
活
は
、
よ
り
厳

し
く
な
っ
て
い
る
が
、
国
保
加

入
者
の
職
業
と
平
均
所
得
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
加
入
者
は
農
業
、
商
業
な
ど

の
自
営
業
や
退
職
者
、
パ
ー
ト

や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
非
正
規

労
働
者
の
方
た
ち
で
、
１
０
４

万
９
千
円
が
平
均
所
得
。
　

問
　
勝
浦
町
は
﹁
国
保
税
が
黒

字
す
ぎ
る
ワ
ー
ス
ト
３
０
０
自

治
体
﹂
の
２
番
目
に
ラ
ン
ク
さ

れ
て
お
り
、
１
人
当
た
り
の
黒

字
額
が
19
万
円
に
も
な
っ
て
い

る
。
こ
の
黒
字
額
を
活
用
し
て
、

申
請
減
免
や
値
下
げ
を
し
た
ら

ど
う
か
。

　
国
保
の
安
定
的
な
運
営
の
た

め
に
も
、
申
請
減
免
や
値
下
げ

は
、
今
は
考
え
て
い
な
い
。

問

問 問

問

問

問問

問問

答

野
上
産
業
交
流
課
長

答

福
田
副
町
長

答

野
上
産
業
交
流
課
長

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

伊
丹
参
事

答

伊
丹
参
事

答

松
本
税
務
課
長

井
出
美
智
子
議
員

Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
農
業
を
守
れ

国
に
支
援
を
求
め
て
い
く
︵
町
長
︶

インターネットを使用しない世帯の負担軽減を

ケーブルテレビ

国
民
健
康
保
険
税
の

値
下
げ
を
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地域に元気を！宅地造成で住宅建設

問
　
移
住
・
定
住
を
進
め
﹁
ひ

と
﹂
の
流
れ
を
作
る
施
策
が
総

合
戦
略
の
中
に
あ
り
、
町
が
造

成
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

候
補
地
や
規
模
、
実
施
時
期
の

内
容
は
。

　
教
育
環
境
や
買
い
物
の
利
便

性
、
水
道
や
排
水
の
整
備
、
災

害
面
の
安
全
性
な
ど
を
考
慮
し
、

今
回
は
横
瀬
地
区
で
計
画
し
た

い
。

　
規
模
は
一
戸
当
た
り
約
90
坪

で
２
〜
３
戸
を
確
保
し
、
来
年

度
に
造
成
を
完
了
さ
せ
、
公
募

し
た
い
。

問
　
水
道
や
排
水
設
備
、
境
界

確
定
は
町
が
行
う
の
か
。

　
水
道
は
メ
ー
タ
ー
ま
で
、
排

水
は
引
き
込
み
管
ま
で
の
工
事

を
町
が
行
な
う
。

　
境
界
確
定
も
隣
接
者
と
協
議

し
、
町
が
実
施
す
る
。

問
　
売
り
主
に
所
得
控
除
は
あ

る
の
か
。

　
税
務
署
と
事
前
協
議
を
す
る

が
、１
５
０
０
万
円
ま
で
は
控
除

の
対
象
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問
　
定
住
促
進
の
た
め
、
以
前

か
ら
新
築
住
宅
へ
の
補
助
を
議

会
で
提
言
し
て
き
た
。
新
し
い

施
策
と
し
て
実
施
さ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

　
１
０
０
万
円
を
上
限
に
15
戸

分
の
予
定
で
、
来
年
度
か
ら
実

施
す
る
。

　
定
住
が
目
的
で
あ
る
の
で
年

齢
制
限
は
設
け
な
い
。

問
　﹁
個
性
豊
か
で
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
﹂

の
施
策
の
中
に
、
住
民

が
行
な
う
﹁
地
方
創
生
﹂

に
対
し
て
の
助
成
制
度

が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
制
度
設
計
に
な
る
の

か
。

　
広
く
町
民
の
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
拾
い
上
げ
、
町
民
が
主
体

と
な
っ
て
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
来
年
度
か
ら

実
施
し
た
い
。

　
提
案
型
と
し
、
上
限
50
万
円

で
地
方
創
生
の
趣
旨
に
か
な
う

も
の
を
対
象
と
す
る
。

問
　
空
き
家
対
策
は
、
現
状
で

は
町
が
行
な
っ
て
い
る
が
、
他

の
自
治
体
の
成
功
例
は
Ｎ
Ｐ
О

法
人
な
ど
が
行
な
っ
て
い
る
場

合
が
多
い
。

　
外
部
団
体
の
育
成
が
必
要
で

な
い
か
。

　
移
住
希
望
者
に
は
改
修
業
者

や
荷
物
の
保
管
場
所
な
ど
、
具

体
的
な
対
応
が
必
要
に
な
る
が
、

役
場
職
員
で
は
公
平
、
中
立
の

立
場
か
ら
限
界
が
あ
る
の
で
、

外
部
団
体
の
育
成
が
大
事
と
認

識
し
て
い
る
。

　
新
し
く
地
域
活
性
化
協
会
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

問

問

問

問

問

答

柳
沢
建
設
課
長

答

柳
沢
建
設
課
長

答

松
本
税
務
課
長

答

中
田
町
長

答

福
田
副
町
長

答

福
田
副
町
長

篰
　

公

一
議

員

横瀬地区で計画（建設課長）

移住・定住促進策

宅地造成の内容は

新
築
住
宅
に
補
助
を

住民提案事業に助成

空
き
家
利
用
の

体
制
づ
く
り
を
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浸水対策が急がれる（生名谷川）

勝浦川

生名谷川

本堤
本堤

問
　
勝
中
の
部
活
動
が
、
部
員

不
足
で
や
り
に
く
く
な
っ
て
い

る
。
小
学
校
で
は
、
上
勝
小
と

の
連
携
実
績
も
あ
る
の
で
、
中

学
校
で
も
上
勝
中
と
の
合
同
で

活
動
で
き
る
よ
う
、
協
議
を
進

め
る
べ
き
で
は
。

　
現
在
も
勝
中
の
バ
レ
ー
部
が
、

加
茂
谷
中
と
合
同
チ
ー
ム
を
組

ん
で
い
る
が
、
各
学
校
に
部
の

設
立
が
必
要
だ
。
保
護
者
の
希

望
を
学
校
に
伝
え
、
合
意
が
で

き
れ
ば
可
能
で
あ
る
。

　問
　
一
番
重
要
な
の
は
人
口
問

題
だ
。
町
の
人
口
は
推
計
で
は

２
０
６
０
年
に
２
０
０
０
人
を

割
る
。
出
生
率
を
２
０
３
０
年

に
２
・
０
７
人
ま
で
引
き
上
げ

る
た
め
に
全
町
が
一
体
と
な
っ

て
進
め
る
べ
き
だ
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
講
じ
て

い
く
。
５
年
間
の
計
画
だ
が
、

そ
れ
に
こ
だ
わ
ら
ず
長
い
ス
パ

ン
で
考
え
大
き
な
使
命
を
果
た

し
て
い
き
た
い
。

問
　
ご
み
焼
却
場
建

設
が
、
佐
那
河
内
村

の
事
情
に
よ
り
白
紙

撤
回
さ
れ
た
。
本
町

と
し
て
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
非
常
に
残
念
だ
。

今
後
と
も
議
会
と
相

談
し
な
が
ら
、
本
町

の
方
向
性
を
決
め
て

い
き
た
い
。

問
　
み
か
ん
の
関
税
撤
廃
の
影

響
は
。

　
ま
た
、
そ
の
対
策
は
ど
の
様

に
実
行
さ
れ
る
の
か
。

　
オ
レ
ン
ジ
の
輸
入
量
は
、
１

９
９
１
年
の
自
由
化
時
は
増
え

な
か
っ
た
。
今
後
は
農
家
の
生

産
意
欲
減
退
に
な
ら
な
い
対
策

を
、
国
や
県
に
求
め
て
い
く
。

問
　
生
名
谷
川
吐
き

出
し
口
の
護
岸
の
高

さ
が
、
星
谷
運
動
公

園
よ
り
も
低
く
、
大

雨
時
に
は
恒
常
的
に

浸
水
地
帯
と
な
っ
て

い
る
。

　
県
道
や
道
の
駅
も

冠
水
し
、
生
活
に
重

大
な
影
響
が
出
て
い
る
。
防
災

面
で
の
対
策
が
必
要
だ
。

　
問
題
解
決
に
は
、
排
水
ポ
ン

プ
の
設
置
が
ベ
ス
ト
だ
が
、
多

額
の
建
設
費
や
維
持
管
理
費
が

必
要
で
あ
る
。

　
受
益
者
負
担
も
多
額
に
な
り
、

実
現
に
向
け
て
は
い
く
つ
も
の

ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
の
で
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

問

問

問答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

野
上
産
業
交
流
課
長

答

椎
野
教
育
長

答

柳
沢
建
設
課
長

問

問

大

西

一

司
議

員

各学校に部があれば可能（教育長）

合同で活動できないか

勝浦中学校の部活

オ
レ
ン
ジ
等
関
税

撤
廃
の
影
響
は
ど
う
か

Ｔ
Ｐ
Ｐ

全
町
一
体
と
な
っ
て

進
め
る
べ
き

地
方
創
生

無堤区間 延長350m

白紙撤回 今後の取り組みは

ごみ焼却場問題

浸水地域の対策を

勝浦川無堤地の改良
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勝
浦
町
の
行
政
は
、
適
切
な
手
続
き

で
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
は
議
会
の
仕
事
だ
。

　
佐
那
河
内
村
が
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
の

建
設
計
画
を
白
紙
撤
回
し
た
。

　
選
挙
結
果
を
受
け
て
の
決
定
だ
が
、

選
挙
の
差
は
わ
ず
か
52
票
。﹁
計
画
の

進
め
方
︵
手
続
き
︶
に
不
信
﹂
が
選
挙

に
影
響
し
た
模
様
。

　
民
主
主
義
は
手
続
き
が
重
要
。
手
続

き
に
不
信
が
あ
れ
ば
、
住
民
が
や
り
直

し
を
求
め
る
の
は
当
然
だ
。
し
か
し
村

の
将
来
を
考
え
た
前
村
長
の
構
想
も
理

解
で
き
る
。

　
事
態
は
急
展
開
し
、
広
域
協
議
会
も

解
散
し
て
し
ま
っ
た
。

　
ご
み
処
理
問
題
は
本
町
の
重
要
課
題

で
あ
る
の
で
、
よ
り
効
率
的
な
運
用
が

で
き
る
よ
う
町
民
と
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
み
た
い
。
　
　
　
　︵
仙
才
　
守
︶

　
勝
浦
町
の
行
政
は
、
適
切
な
手
続
きおいしいおもちにな〜れ！

編
集
後
記

ヤングファーマーを
紹介♪

❶小さなときから父の後を継ぐつもりでした。
知徳は、農業大学校を卒業後、修行のた
め５年間「花由」に勤めてから就農しま
した。
孝彦は、高校卒業後すぐに就農しました。

❷しっかり父の仕事を引き継ぎ、洋蘭（シ
ンビジウム）の知名度を上げる PR 活
動も行って、農業全体の活気を上げて
いきたいと考えています。

❸僕たちは、シンビジウムでがんばりま
す。果樹、野菜、施設園芸と作物は
違っても、一緒に農業を守っていきま
しょう。

兄弟で活躍　作本洋蘭園（今山）

作  本  知  徳 さん（34歳）

作  本  孝  彦 さん（31歳）

勝 浦 農 業 の 宝

❶祖父の腰痛が悪化したのがきっかけで、
できる時に教えてもらいたいと思い就
農した。

❷斜面の畑は大変だが、美味しいみかん
ができるので頑張っていきたい。
新しい苗木を植えながら収穫量も増や
していく。
勝浦みかんのＰＲを。

❸勝浦でしかできない農業がある。やれ
ばやるだけ結果が反映されるからおも
しろい。
山の空気は美味しいよ！

押  栗  友  輝 さん（28歳）与川内

　20年に美波町から

町内に就職。

 24年に結婚し押栗

農園の３代目。

　３haの園地で貯

蔵みかんを栽培。

❶就農しようと考えた
きっかけは。

❷今後の展望は

❸農業を志す若者に
エールを
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　知徳さんの奥

さん（大阪府出

身）両親、祖母、

妹の７人家族。

　シンビジウム

を10,500㎡栽培。

表
紙
写
真

た
き
火
に
あ
た
る
子
供
た
ち
︵
今
山
︶

火
の
用
心
に
十
分
注
意
し
ま
し
た
。




